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５
月
　
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
南

部
川
村
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
　
プ
ラ
ラ
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
第

13
回
合
併
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
議
案
第

号

平
成

年
度
南
部

町
・
南
部
川
村
合
併
協
議
会
補

正
予
算
（
第
　
号
）
に
つ
い
て

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６，

７
０
０
千
円
増
額
さ
れ
、
総
額

２
４，

２
０
２
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

詳
細
は
左
の
表
を
ご
覧
下
さ
い

■
報
告
第

号

委
員
の
変
更
に
つ
い
て

（
旧
委
員
）
南
部
川
村

４
号
委
員
　
（
学
識
経
験
者
）

中
本
ヱ
ミ
子
　

４
号
委
員
　
（
学
識
経
験
者
）

小
住
博
章
（
日
高
振
興
局
長
）

（
新
委
員
）
南
部
川
村

４
号
委
員
　
（
学
識
経
験
者
）

伏
見
清
美

４
号
委
員
　
（
学
識
経
験
者
）

川
井
政
好
（
日
高
振
興
局
長
）

■
報
告
第

号

新
町
の
町
章
に
つ
い
て
（
そ
の

３
）「

み
な
べ
町
」
町
章
図
案
選

定
委
員
会
　
出
口
幸
三
郎
委
員

長
よ
り
、
新
町
の
町
章
図
案
候

補
５
作
品
の
選
定
経
過
に
つ
い

て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

作
品
の
多
く
は
、
「
梅
の
花

び
ら
」
、
ひ
ら
が
な
の
「
み
」
、

カ
タ
カ
ナ
の
「
ミ
」
、
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
の
「
Ｍ
」
を
モ
チ
ー

フ
に
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の

も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

委
員
会
で
は
、
ぱ
っ
と
見
て

「
み
な
べ
町
」
の
町
章
だ
と
一

目
で
わ
か
る
よ
う
な
、
一
回
見

た
ら
忘
れ
な
い
よ
う
な
、
シ
ン

プ
ル
な
作
品
が
良
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
最
終
候

補
作
品
５
点
の
う
ち
４
点
が
梅

の
花
び
ら
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

作
品
と
な
り
ま
し
た
。

・
委
員
長
報
告
の
後
、
合
併
協

議
会
委
員
に
よ
り
第
　
次
審
査

協
議
さ
れ
た
内
容

議

案

事

項

第13回合併協議会 報

告

事

項

町章投票の様子

経過報告する出口幸三郎委員長

出
口
委
員
長

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
全

都
道
府
県
か
ら
１，

９
９
８
点

と
い
う
、
予
想
を
は
る
か
に
超

え
る
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
卵
や
プ
ロ
の
作
品

も
多
く
、
内
容
の
充
実
し
た
作

品
ば
か
り
で
、
選
考
会
を
３
回
、

委
員
会
を
２
回
開
催
し
て
、
最

終
候
補
作
品
５
点
を
選
出
し
ま

し
た
。
正
直
、
こ
こ
ま
で
苦
労

す
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
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（
各
委
員
が
候
補
５
作
品
に
つ

い
て
、
最
も
良
い
と
思
う
作
品

の
点
数
を
５
点
と
し
、
以
下
順

に
４
点
、
３
点
、
２
点
、

点

と
点
数
を
つ
け
て
投
票
。
）
が

行
わ
れ
、
集
計
の
結
果
上
位
２

点
（
作
品
番
号
　
・
２
）
に
つ

い
て
決
選
投
票
を
行
い
、
作
品

番
号
　
　
和
歌
山
県
那
賀
郡
岩

出
町
　
荊
木
眞
一
さ
ん
の
作
品

が
、
「
み
な
べ
町
」
町
章
図
案

討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
委
員

に
両
町
村
の
婦
人
会
長
が
追
加

さ
れ
、
委
員

名
及
び
顧
問
２

名
で
協
議
さ
れ
ま
す
。

尚
、
第
　
回
委
員
会
は
、
５

月

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
は

６
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。）

■
報
告
第

号

新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
事
業
に

務
等
の
申
請
・
届
出
の
受
付

を
行
い
、
そ
れ
に
よ
る
内
部

情
報
事
務
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
、
電
子
化
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
主
要
公
共
施
設
の

高
速
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
て
広
く
住
民
に
情
報

提
供
を
行
い
ま
す
。

・
施

策

名

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
強
化

・
主
要
事
業
名

地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基

盤
整
備
事
業

・
事
業
の
概
要

南
部
町
・
南
部
川
村
の
役

場
、
公
民
館
、
図
書
館
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
学
校
等

29
箇
所
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で

結
ん
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

し
、
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ

ム
等
を
構
築
し
て
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
総
事
業
費
１
７
３，

０

０
０
千
円
。
う
ち
国
庫
補
助

金
８
６，

０
０
０
千
円
。
予

算
は
南
部
町
一
般
会
計
に
計

上
し
、
事
業
を
行
い
ま
す
。

■
報
告
第
27
号

事
務
組
織
及
び
機
構
に
つ
い
て

（
そ
の
２
）

事
務
組
織
及
び
機
構
に
つ
き

ま
し
て
は
、
第
８
回
合
併
協
議

会
（
平
成

年
９
月
22
日
）
に

お
い
て
、
「
み
な
べ
町
行
政
機

構
図
（
案
）
」
と
し
て
報
告
し

ま
し
た
が
、
課
の
名
称
及
び
事

務
分
掌
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

課
の
名
称
（
変
更
前
）
企
画
情

報
課→

（
変
更
後
）
企
画
管
財

課事
務
分
掌
　
町
営
住
宅
の
管
理

（
変
更
前
）
建
設
課→

（
変
更

後
）
企
画
管
財
課

保
育
所
、
児
童
福
祉
（
変
更
前
）

健
康
福
祉
課→

（
変
更
後
）
町

民
課

犬
猫
の
飼
育
指
導
（
変
更
前
）

健
康
福
祉
課→

（
変
更
後
）
環

境
課

現
在
の
南
部
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

し
て
位
置
づ
け
ま
す
。

（
詳
し
く
は
、
「
み
な
べ
町
行

政
機
構
図
」
（
次
ペ
ー
ジ
）
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

に
決
定
し
ま
し
た
。

決
定
さ
れ
た
町
章
図
案
は
、

旗
・
名
刺
・
バ
ッ
ジ
・
封
筒
・

看
板
等
色
々
な
も
の
に
対
応
し

イ
メ
ー
ジ
化
で
き
る
よ
う
、
専

門
業
者
に
よ
る
精
緻
作
業
を
行

い
ま
す
。

■
報
告
第

号

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
検
討
に

つ
い
て
（
そ
の
３
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
検

つ
い
て

新
町
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
「
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
機
能
強
化
」

と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
地
域
公
共

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤

整
備
事
業
に
つ
い
て
、

南
部
町
と
南
部
川
村

の
連
携
に
よ
り
事
業

が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

・
新
町
ま
ち
づ
く
り

計
画
（
抜
粋
）

生
活
基
盤
の
整
備

⑧
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

機
能
強
化

電
子
自
治
体
化

に
向
け
た
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
図
り

ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、

住
民
か
ら
自
治
事

1

1

1
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第

回
合
併
協
議
会
（
平
成

16
年
　
月
22
日
開
催
）
に
お
い

て
設
置
さ
れ
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
導
入
検
討
委
員
会
の
第

１
回
会
議
が
、
５
月
31
日
（
月
）

午
後
１
時
か
ら
、
南
部
川
村
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
プ
ラ
ラ
ホ

ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。委

員
会
は
、
両
町
村
の
助
役
、

教
育
長
、
総
務
課
長
、
社
会
福

祉
協
議
会
長
、
商
工
会
長
、

（
連
合
）
区
長
会
長
、
（
連
合
）

婦
人
会
長
の

名
で
構
成
さ

れ
、
顧
問
と
し
て
和
歌
山
陸
運

支
局
輸
送
課
長
、
和
歌
山
県
総

合
交
通
政
策
課
長
を
迎
え
、
８

月
中
を
目
途
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
目
的
・
運
行
計
画

を
明
確
化
さ
せ
た
上
で
、
合
併

協
議
会
に
提
言
し
て
い
く
予
定

で
す
。

会
議
の
冒
頭
、
山
田
五
良
合

併
協
議
会
会
長
は
「
南
部
町
と

南
部
川
村
の
合
併
は
、
一
体
化

が
前
提
。
そ
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
計
画
は
大
き
な
役
割

が
あ
り
、
合
併
の
効
果
が
住
民

の
皆
さ
ん
に
一
番
良
く
見
え
る

部
分
で
あ
る
。
こ
の
計
画
の
期

待
と
効
果
は
非
常
に
大
き
い
」、

山
　
繁
雄
合
併
協
議
会
副
会
長

事
務
局
長
よ
り
、
委
員
会
規
約

の
説
明
が
行
わ
れ
、
規
約
に
基

づ
い
て
、
委
員
長
・
副
委
員
長

の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
委

員
互
選
の
結
果
、
委
員
長
に
は
、

南
部
町
商
工
会
長

三
前
雅
信

さ
ん
、
副
委
員
長
に
は
南
部
川

村
連
合
婦
人
会
長

伏
見
清
美

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

三
前
委
員
長
は
「
高
齢
化
社

会
の
進
化
や
商
業
面
で
の
起
爆

剤
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
必
要
性
が
大
き
く
な
っ
て

く
る
。
乗
っ
て
楽
し
い
、
利
用

し
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

に
で
き
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
さ

れ
、
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

最
初
に
、
先
進
事
例
に
見
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
目

的
や
運
行
形
態
、
今
年
１
月
に

両
町
村
住
民
を
対
象
と
し
て
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
、
委
員
会
の
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
各
委
員
に
よ
っ

て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

次
回
は
、
先
進
地
事
例
や
今

回
委
員
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
意

見
を
事
務
局
で
と
り
ま
と
め
、

運
行
目
的
や
運
行
計
画
案
を
提

案
、
協
議
し
て
頂
く
予
定
で
す
。

は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
は
、
新
町
ま
ち

づ
く
り
計
画
の
中
で

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
。

車
社
会
の
中
、
バ
ス

事
業
の
経
営
は
難
し

い
面
も
あ
る
が
、
遠

隔
地
や
福
祉
の
こ
と

を
考
え
慎
重
審
議
を

お
願
い
し
た
い
」
と

述
べ
ら
れ
、
会
議
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。小

谷
合
併
協
議
会

第1回コミュニティバス導入検討委員会

コミュニティバス導入検討委員会委員 ○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
目
的

・
高
齢
者
、
児
童
生
徒
等
の
交
通
弱
者
の
交
通
手
段
確
保

・
公
共
交
通
空
白
、
不
便
地
域
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
向
上

・
公
共
施
設
相
互
及
び
公
共
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
向
上

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
形
態

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
運
送
法
を
遵
守
す
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
運
行
形
態
と
し
て
は
次
の
と
お
り
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

・
道
路
運
送
法
第
４
条
　
一
般
路
線
バ
ス
事
業
　
　
料
金
徴
収
有

・
道
路
運
送
法
第
21
条
　
貸
切
バ
ス
事
業
（
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
）

料
金

徴
収
有

・
道
路
運
送
法
第
80
条
　
自
家
用
バ
ス
事
業
　
料
金
徴
収
有

・
そ
の
他
（
道
路
運
送
法
に
基
づ
か
な
い
も
の
）

貸
切
バ
ス
事
業
　
料

金
徴
収
無
・
自
家
用
バ
ス
　
料
金
徴
収
無

111
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合併協議会では、南部町・南部川村あわせて約4,500世帯の中から無作為に抽出した500世帯の世帯員全員

（1,951人）の方を対象に、コミュニティバスに関するアンケートを1月に各字区長さんを通じて実施しました。

尚、最終有効回収数は1,630人（回収率83.5％）でした。

※比率はすべて百分率（％）で表し、小数点以下二位を四捨五入して算出しています。

従って、合計が100％にならない場合があります。



第
　
回
合
併
協
議
会

■
報
告
第
24
号

新
町
の
町
章
に
つ
い
て
（
そ
の

３
）

○
梅
の
花
び
ら
を
使
っ
た
町
章

は
、
他
の
市
町
村
で
あ
り
ま

す
か
。

・
出
口
委
員
長

最
終
候
補
の

５
作
品
に
つ
い
て
は
、
弁
理

士
さ
ん
を
通
じ
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
類

似
作
品
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

○
全
国
的
に
、
ひ
ら
が
な
・
カ

タ
カ
ナ
・
英
字
を
含
め
て
頭

文
字
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も

の
が
多
い
の
で
す
か
。

・
出
口
委
員
長

例
え
ば
、
現

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました
こんな意見が
でました
こんな意見が
でました
こんな意見が
でました
こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

13



○
遠
距
離
通
学
の
規
定
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

・
小
谷
事
務
局
長

小
学
生
は

４
　
、
中
学
生
は
６
　
と
い

う
こ
と
で
、
地
方
交
付
税
の

算
定
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

在
の
南
部
町
の
町
章
は
カ
タ

カ
ナ
で
「
ミ
ナ
ベ
」
と
書
い

て
い
ま
す
ね
。
あ
あ
い
う
町

章
は
結
構
古
い
も
の
で
す
。

今
は
企
業
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
等
も
そ
う
で
す
が
、
ひ
ら

が
な
・
か
た
か
な
・
英
字
を

ベ
ー
ス
に
し
た
も
の
が
多
い

で
す
。

○
全
く
の
素
人
で
、
こ
の
町
章

図
案
選
定
委
員
を
や
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
て
、
正
直
、

１，

９
９
８
点
の
中
か
ら
５

つ
に
絞
る
と
い
う
こ
と
は
、

大
変
な
作
業
で
あ
り
想
像
以

上
に
一
人
ひ
と
り
が
苦
し
か

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

特
に
第
　
次
選
考
、
１，

９
９
８
か
ら
４
２
８
点
に
絞

っ
た
時
に
、
他
の
委
員
さ
ん

か
ら
「
少
し
休
憩
さ
れ
た
ら

ど
う
で
す
か
」
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
頭
を
使
い
ま
し
た
。

合
併
協
議
会
か
ら
出
て
い

る
選
定
委
員
さ
ん
は
他
に
３

名
お
ら
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん

同
じ
よ
う
な
思
い
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

■
報
告
第
25
号

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
検
討
に

つ
い
て
（
そ
の
３
）

○
現
在
、
通
学
に
使
わ
れ
て
い

る
南
部
川
村
受
領
地
区
を
走

っ
て
い
る
路
線
バ
ス
が
、
廃

止
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
聞

き
ま
し
た
。
廃
止
さ
れ
れ
ば

子
供
達
の
通
学
に
支
障
を
き

た
す
の
で
、
地
元
地
区
の
保

護
者
の
方
か
ら
要
望
を
さ
れ

る
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た

が
。

・
山
田
会
長

受
領
地
区
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
要
望
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。
現
在
の
路
線
バ

ス
、
い
わ
ゆ
る
受
領
線
を
こ

の
ま
ま
継
続
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
バ
ス
会
社
へ
の
補
助

金
が
非
常
に
高
額
に
な
っ
て

き
ま
す
の
で
、
不
可
能
と
い

う
こ
と
で
地
元
の
皆
さ
ん
に

も
ご
理
解
を
示
し
て
頂
き
ま

し
た
。

今
後
の
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
は
遠
距
離
通
学

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
ま

す
の
で
、
受
領
地
区
の
こ
と

だ
け
を
考
え
た
ら
良
い
と
い

う
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ

ん
。
新
町
で
の
遠
距
離
通
学

の
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

そ
れ
ら
も
含
め
て
遠
距
離
通

学
対
策
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、

方
法
の
一
つ
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
も
考
え

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

９
月
末
で
現
在
の
補
助
金

は
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
受

領
線
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。
そ

の
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

に
な
る
か
、
他
の
方
法
に
な

る
か
決
定
す
る
ま
で
は
辛
抱

す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
期
間

は
一
日
で
も
短
く
し
て
欲
し

い
と
い
う
こ
と
で
、
ご
要
望

頂
い
て
お
り
ま
す
し
、
私
達

も
了
解
し
て
お
り
ま
す
。

路
線
バ
ス
に
乗
っ
て
き
て
頂

く
の
か
な
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

路
線
の
具
合
に
よ
っ
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
乗
っ

て
頂
く
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
も
し
そ
う
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
と
バ
ス
会

社
と
の
話
し
合
い
が
生
じ
て

き
ま
す
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
を
導
入
す
る
と
決
ま

っ
た
段
階
で
、
法
的
な
こ
と

も
絡
め
て
審
議
し
て
頂
く
予

定
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
は

従
来
ど
お
り
の
考
え
方
で
ご

ざ
い
ま
す
。

○
両
町
村
の
児
童
・
生
徒
の
遠

距
離
通
園
・
通
学
の
実
態
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

・
小
谷
事
務
局
長

南
部
川
村

高
城
小
学
校
で
は
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
　
台
を
運
行
し
て
い

ま
す
。

清
川
小
学
校
で
は
、
名
之

内
地
区
の
児
童
は
小
学
校
ま

で
約
６
　
の
通
学
距
離
と
な

っ
て
い
ま
す
。

上
南
部
小
学
校
で
は
、
受

領
地
区
の
児
童
は
現
在
路
線

バ
ス
で
通
学
し
て
い
ま
す

が
、
９
月
30
日
を
も
っ
て
廃

止
と
な
り
ま
す
の
で
、
当
面

は
受
領
地
区
か
ら
辺
川
地
区

ま
で
約
２．

５
　
を
徒
歩
で
、

そ
こ
か
ら
バ
ス
で
通
学
と
い

う
経
路
に
な
り
ま
す
。

南
部
川
村
村
立
保
育
所
３

園
（
上
南
部
・
高
城
・
清
川
）

そ
れ
ぞ
れ
で
、
保
護
者
会
が

運
営
す
る
通
園
バ
ス
を
運
行

し
て
い
ま
す
。

南
部
町
岩
代
地
区
の
中
学

生
は
、
全
て
Ｊ
Ｒ
岩
代
駅
か

ら
南
部
駅
ま
で
電
車
で
通
学

し
て
い
ま
す
。

南
部
町
堺
地
区
の
小
学
生

及
び
幼
稚
園
児
は
、
バ
ス
で

通
学
・
通
園
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
の
遠
距
離
通
学
者

は
、
全
て
自
転
車
で
通
学
し

て
い
ま
す
。

・
梅
本
委
員
（
南
部
川
村
総
務

km

km

km

km

○
南
部
町
堺
地
区
の
児
童
・
生

徒
の
通
園
・
通
学
に
つ
い
て

は
、
町
か
ら
一
定
の
助
成
金

を
い
た
だ
い
て
バ
ス
通
園
・

通
学
を
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
ど
う
な
り
ま
す
か
。

・
小
谷
事
務
局
長

具
体
的
に

は
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

現
在
走
っ
て
お
り
ま
す
龍
神

村
西
行
き
の
龍
神
バ
ス
、
Ｊ

Ｒ
南
部
駅
及
び
印
南
町
へ
行

く
明
光
バ
ス
、
こ
れ
ら
は
従

来
ど
お
り
の
予
定
で
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
従
来
の

1
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編
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・
発
行

南
部
町
・
南
部
川
村
合
併
協
議
会

南
部
町
・
南
部
川
村
合
併
協
議
会
だ
よ
り

本
誌
は
森
林
資
源
保
護
の
た
め
、

再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

課
長
）

保
育
所
通
園
バ
ス

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
会
で

運
営
を
し
て
い
ま
す
が
、
バ

ス
の
買
い
替
え
に
約
６
割
、

運
行
経
費
に
つ
い
て
も
同
じ

く
ら
い
補
助
し
て
い
る
の
で
、

保
護
者
会
で
運
営
し
て
い
る

と
い
っ
て
も
、
か
な
り
補
助

を
受
け
な
い
と
や
っ
て
い
け

な
い
と
い
う
現
状
で
す
。

○
路
線
バ
ス
の
受
領
線
が
廃
止

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

現
在
、
路
線
バ
ス
に
対
す
る

助
成
金
は
ど
れ
く
ら
い
に
な

っ
て
い
ま
す
か
。

・
庄
司
委
員
（
南
部
町
総
務
課

長
）
田
辺
市
か
ら
印
南
町
へ

行
く
線
、
龍
神
村
へ
行
く
線
、

運
行
距
離
に
よ
っ
て
各
自
治

体
に
比
例
配
分
し
、
赤
字
分

を
自
治
体
が
助
成
し
て
い
ま

す
。
平
成

年
度
、
南
部
町

は
年
間
５
３
０
万
円
、
南
部

川
村
は
１，

１
８
０
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
助
成
し
ま
し
た
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
福
祉

バ
ス
に
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

そ
う
す
れ
ば
福
祉
の
問
題
考

え
な
く
て
済
む
の
で
。

○
福
祉
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
介

護
保
険
に
該
当
す
る
方
は
介

護
保
険
で
や
っ
て
い
け
る
が
、

介
護
保
険
に
該
当
し
な
い
方

で
不
便
な
方
に
つ
い
て
は
ど

う
す
る
の
か
。
南
部
町
の
老

人
憩
い
の
家
等
を
利
用
し
た

い
が
送
迎
し
て
く
れ
る
人
が

近
く
に
い
な
い
な
ど
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
含
め
て
判
断

す
れ
ば
ど
う
か
。

○
通
園
・
通
学
、
買
い
物
、
福

祉
面
、
又
公
共
施
設
へ
の
訪

問
等
、
何
も
か
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
に
背
負
わ
せ
る
運

行
が
可
能
な
の
か
ど
う
か
。

ま
ず
は
、
現
状
の
把
握
を
し
、

ど
の
よ
う
な
目
的
で
バ
ス
を

走
ら
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を

議
論
す
べ
き
で
は
。

○
合
併
は
、
あ
る
意
味
で
は
合

理
化
と
い
う
部
分
が
含
ま
れ

て
い
る
。
新
町
で
保
育
所
・

幼
稚
園
・
小
中
学
校
へ
の
通

園
・
通
学
を
い
か
に
効
率
的

に
さ
せ
る
か
。
福
祉
に
つ
い

て
も
、
今
や
っ
て
い
る
か
や

っ
て
い
な
い
か
と
い
う
こ
と

い
う
可
能
性
も
出
て
き
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
他
の
自
治
体
に

迷
惑
が
か
か
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

た
だ
今
回
の
場
合
は
、
ど

う
い
う
形
で
実
施
す
る
か
と

い
う
の
が
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

例
え
ば
道
路
運
送
法
第
４
条

で
あ
れ
ば
、
一
般
の
路
線
の

事
業
者
が
や
る
の
で
、
運
行

主
体
も
全
て
事
業
者
で
責
任

を
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

21
条
で
あ
れ
ば
、
自
治
体
が

車
両
を
借
り
上
げ
て
、
貸
切

運
行
体
系
で
乗
合
の
許
可
を

与
え
て
実
施
す
る
。
こ
れ
は
、

運
行
主
体
と
か
様
々
な
条
件

や
制
約
は
自
治
体
か
ら
の
要

望
に
お
い
て
行
い
ま
す
の
で
、

責
任
は
事
業
者
が
取
り
ま
す
。

80
条
、
こ
れ
は
自
家
用
の
有

償
輸
送
に
な
り
ま
す
か
ら
、

責
任
は
当
然
自
治
体
が
取
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
ど
も
と
し
て
は
、
と
り

あ
え
ず
一
時
的
に
は
責
任
の

所
在
が
明
確
な
乗
合
自
動
車

で
や
っ
て
も
ら
え
れ
ば
良
い

の
で
は
と
考
え
ま
す
。
そ
れ

で
、
乗
客
が
見
込
め
ず
、
民

営
と
し
て
継
続
が
困
難
に
な

れ
ば
、
自
治
体
が
事
業
者
か

ら
車
や
人
を
借
り
上
げ
て
委

託
を
す
る
。
そ
れ
で
も
利
用

で
考
え
れ
ば
、
そ
れ

が
足
か
せ
と
な
り
難

し
い
の
で
、
そ
の
辺

割
り
切
れ
る
か
ど
う

か
も
含
め
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

・
田
渕
顧
問
（
和
歌
山

陸
運
支
局
輸
送
課

長
）

基
本
的
に
は
、

ど
の
部
分
も
今
は
自

由
化
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
一
方
で
生
活

路
線
と
い
う
こ
と
で

補
助
金
を
出
し
て
い

ま
す
。
様
々
な
状
況

に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
で
全
て
を

賄
う
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
、
逆
に
今
あ

る
路
線
は
辞
め
る
と

者
が
出
な
い
場
合
は
、
最
終

的
に
は
自
家
用
で
の
有
償
輸

送
で
事
業
を
実
施
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
は
。

・
小
谷
合
併
協
議
会
事
務
局
長

現
状
の
資
料
を
ま
と
め
て
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
目
的
、
こ
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
そ
の
目
的
に
よ

っ
て
コ
ー
ス
や
運
行
計
画
が

大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
か
と

思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
皆

さ
ん
に
色
々
な
意
見
を
ど
ん

ど
ん
出
し
て
頂
い
て
、
そ
れ

ら
を
ま
と
め
て
次
回
に
提
案

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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